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つながる 
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教育長 津野庄一郎 
 

「エステ王子」として話題を集めた小野浩二様（ビユーティー＆ウエルネ

ス専門職大学准教授：村上市出身）は、11月 9日の講演「相手のやる気を引

き出す、心のスイッチを入れる教育」で、ご自身の経験をもとに次のように

締めくくりました。 

先生や親が発する「たった一言」でやる気になる「魔法の言葉」は残念な
がら存在しない。大切なことは、子供や生徒との「信頼関係」を作り上げる
ことです。 

相手の話を「目を見て」「うなずき」「相槌
あいづち

」を打ちながら「真剣に聞き」 

「受け止める」…その子の「一番の応援者になる」こと。 

そして、一緒に喜び、一緒に悲しみ、一緒に楽しむ。（略） 

何よりも、子どもの可能性に蓋
ふた

をしないこと。 

常にワクワクしているとなんでも挑戦する気持ちになる。 

子どもに信頼されるには、まず信頼される大人になることが大切であるこ

と。子どもの可能性を信じ本気になって応援することの大切さを改めて教え

ていただきました。 
 

 71回を数える本大会、今年は荒川地区の皆さんを中心に運営され、村上市

朝日庁舎に 150名余りが集いました。（オンライン配信での参加あり）アトラ

クションでは、小川小学校朝日三面太鼓（5.6年生）の演奏に始まり、ヒップ

ホップダンス、創作ダンス、荒川中学校吹奏楽部のラストステージと、子ど

もたちの笑顔で生き生きした姿が胸を打ちました。この弾けるようなエネル

ギーは、周りの子たちにもしっかり伝わっていくことでしょう。 
  

核家族化、共働き家庭が増えたことで、PTAの活動に参加できない方も増

えていると聞いています。しかし、学校・家庭・地域が一緒になって取り組

むことが、子どもの健やかな成長には欠かせません。今後とも活動を工夫し

たり、組織を柔軟に更新したりして、村上市岩船地域の PTAが手を携え、力

強く歩んでほしいと願っています。関係者のご尽力に心から感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

＜【写真】講演する小野浩二様＞  

 


